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-教育研究の充実のためには、学肉外の情報に障害なくアクセスできるバリアフリーの図書館環境の整備
が不可欠である。
・学内におけるバリアフリーの図書館環境の整備の面では、この間、図書行政懇談会(第一次)の答申を受
けて図書館利用規則の平準化を実施した。これにより‘現在では、大学構成員全員が、特別の手続なしに、
すべてのキャンパス図書館を自由に利用できるようになっている。
・2001年度からは、西早稲田キャンパスに所在する学生読書室の書誌データのWINEへの一元化作業を
順次おこなっている。また、これにともない、各学部の協力を得て、2002年度には西早稲田キャンパス
の学生読書室の利用規則の平準化を進め、当該学部の学生のみならず、すべての教職員・院生・学生が、
これら学生読書室に所蔵された図書資料を自由に利用できるようになる予定である。
・ここ数年間に各箇所の理解を得て進めてきた上記の施策により、WINEを検索するならば、特別資料、一
部の例外的箇所の図書資料及び各教員が研究費で蹄入した図書資料を除いて、私たちは、 1882年の創
立以降に本学が収集した図書資料の全貌と所在を知ることができるようになった。また、このWINEで検
察できる図書資料については、面倒な手続なしに自由に閲覧することも可能になった。すなわち、学内に
おけるバリアフリーの図書館環境の整備は、未だ完全とはいえないものの、大きく前進したといえよう。
・学外にある学術情報へのアクセス手段の確保の点でも、ここ数年間の進展には目覚ましいものがある。
・その一つは、海外の研究図書館との協力関係の拡充である。早稲田大学図書館は、既にアメリカ研究図書
館協会 (ARL)のJapanProjectに参加し、アメリカの有力研究図書館との聞での図書資料のILL(図
書館岡相互貸借)に大きな実繍を挙げているが、2001年度には韓国の高麗大学図書館と、また、2002
年5月にはアメリカのコロンビア大学図書館と箇所間協定を締結し、学術情報資源の共同利用をさらに前
進させることになった。今後は、アジア太平洋諸国を中心とする海外研究図書館との受流を一層促進し、
圏外にある学術情報へのバリアフリーなアクセスをさらに充実させていく予定である。
・学外の学術情報という点では、圏内外で増加しているデジタル・データベース (OB)及び電子ジャーナ
ルへのアクセスを確立することも急務である。この面では、2001年度に設置された図書行政懇談会(第
二次)に諮り、その答申によりOB・電子ジャーナル暗入のために全学の図書関係予算を調整して使用す
る方向性が打ち曲された。
・図書館は、教育研究を支撮するために、これからも学内外の学術情報への障害のないアクセスを大学構
成員全員に保障するための努力を継続する所存である。皆さまのご理解とご協力をいただければ幸いで
ある。
